
新
四
国
江
戸
川
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
歴
史
と
流
山
市
域
の
霊
場 

 

改
定 

  

江
戸
時
代
も
半
ば
に
な
る
と
旅
す
る
者
も
多
く
な
り
、真
言
宗
の
信
徒
ら
は
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
巡
礼
に
向
か
っ
た
。し
か
し
、

四
国
は
遠
く
ま
た
霊
場
は
山
岳
に
あ
る
の
で
、
巡
礼
は
困
難
を
極
め
誰
で
も
行
け
る
所
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
身
近
に
四
国
の

霊
場
の
写
し
を
設
置
す
る
こ
と
で
同
じ
ご
利
益
を
求
め
た
。
写
し
は
四
国
霊
場
と
同
じ
に
１
番
か
ら
８
８
番
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

寺
院
名
を
刻
ん
だ
大
師
像
を
安
置
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

流
山
の
周
辺
で
は
「
相
馬
八
十
八
ヶ
所
」
や
「
下
総
八
十
八
ヶ
所
」
、
「
庄
内
領
・
小
金
領
八
十
八
ヶ
所
」
な
ど
が
生
ま
れ
た
。

流
山
市
域
で
は
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）、
鰭
ヶ
崎
東
福
寺
を
総
本
地
と
し
て
「
弘
法
大
師
二
十
一
ヶ
所
」
が
設
け
ら
れ
た
。
続
い

て
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）、
東
福
寺
を
総
本
地
と
し
て
「
新
四
国
江
戸
川
八
十
八
ヶ
所
霊
場
」
が
誕
生
し
た
。
下
総
８
８
か
所
な

ど
の
分
裂
と
再
編
で
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
地
域
は
現
在
の
流
山
市
を
中
心
と
し
た
周
辺
地
域
で
、
東
福
寺
の
末
寺
を
中
心

と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
師
像
の
残
存
か
ら
判
断
す
る
と
、
２
１
か
所
が
そ
の
ま
ま
組
み
込
ま
れ
た
場
合
や
、
８

８
か
所
が
で
き
て
か
ら
も
２
１
か
所
が
併
存
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
残
像
す
る
像
の
設
置
年
を
見
る
と
文
政
６
年
に

作
成
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
文
政
６
年
以
降
明
治
期
に
至
る
ま
で
の
年
代
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設
置
さ
れ
た

寺
院
や
場
所
が
時
ど
き
に
お
い
て
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
明
治
期
の
寺
請
け
制
度
の
廃
止
や
廃
仏
毀
釈
、
神
仏

分
離
な
ど
の
影
響
か
ら
廃
寺
に
追
い
込
ま
れ
た
寺
院
も
少
な
く
な
く
、
大
師
像
の
移
動
や
欠
番
の
補
充
、
真
言
宗
以
外
の
寺
院
や

個
人
の
参
加
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
う
し
た
背
景
の
中
、
流
山
市
内
で
は
新
た
な
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
が
設
置
さ
れ
た
。
明
治
３
７
年
（
１
９
０
４
）
、
下
花
輪
の

秋
元
吉
平
主
導
に
よ
る
「
新
四
国
新
川
村
八
十
八
ヶ
所
」
が
計
画
さ
れ
た
が
、
道
半
ば
で
洪
水
の
被
害
に
会
い
計
画
は
頓
挫
し
た
。

大
正
２
年
（
１
９
１
３
）、
利
根
運
河
会
社
支
配
人
森
田
繁
男
の
提
唱
で
「
新
四
国
利
根
運
河
八
十
八
ヶ
所
」
が
設
置
さ
れ
た
。
続

い
て
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
、
前
ヶ
崎
に
「
新
四
国
前
ヶ
崎
八
十
八
ヶ
所
」
が
、
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
、「
新
四
国
鰭
ヶ
崎
八

十
八
ヶ
所
」
が
設
置
さ
れ
た
。
流
山
市
域
の
相
次
ぐ
８
８
か
所
霊
場
の
設
置
に
刺
激
を
受
け
た
東
福
寺
は
、
昭
和
１
１
年
、
廃
寺

な
ど
で
欠
番
状
態
で
あ
っ
た
江
戸
川
八
十
八
ヶ
所
を
再
編
整
備
し
翌
年
よ
り
巡
礼
を
再
開
し
た
。
総
本
地
は
東
福
寺
。
ま
た
、
東

京
・
尾
久
に
東
福
寺
の
出
張
所
と
い
う
べ
き
「
守
龍
山
尾
久
教
会
所
」
を
設
置
、「
江
戸
川
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝
道
順
略
図
」
を

発
行
、
東
京
方
面
か
ら
の
巡
礼
者
を
促
進
し
た
。
略
図
に
は
「
ま
は
り
初
め
は
流
山
鉄
道
ひ
れ
が
さ
き
下
車
一
番
東
福
寺
か
ら
で

す
」「
札
所
に
は
皆
四
国
の
砂
を
納
め
又
四
国
札
所
の
写
生
図
を
額
面
と
し
て
か
て
ま
す
」「
大
師
御
宿
流
山
坂
下
柳
屋
旅
館
」「
江

戸
川
八
十
八
ヶ
所
御
詠
歌 

え
ど
が
は
や
清
き
流
れ
の
西
東
で
き
た
札
所
は
あ
ら
た
な
り
け
り 

東
福
寺
雲
水
」「
お
み
や
げ 

万

上
味
醂 

天
晴
味
醂
」
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 

戦
時
中
途
絶
え
て
い
た
巡
礼
も
戦
後
は
復
活
し
、
各
地
で
盛
ん
に
巡
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
が
道
路
事
情
の
悪
化
や
大
師
堂
の
維

持
保
存
の
問
題
な
ど
で
、
い
つ
し
か
忘
れ
去
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
国
で
は
峻
険
な
修
行
道
や
急
階
段
な
ど
を
解
消
す
る
た

め
、
新
た
に
車
道
を
つ
く
り
今
で
は
観
光
バ
ス
も
出
入
り
で
き
る
霊
場
が
多
く
な
っ
た
。 

  

今
年
は
弘
法
大
師
空
海
の
生
誕
１
２
５
０
年
に
当
た
り
各
地
で
巡
礼
が
復
活
し
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
川
８
８
か
所
は
設
置
２

０
０
年
、
利
根
運
河
８
８
か
所
は
設
置
１
１
０
年
、
前
ヶ
崎
８
８
か
所
は
設
置
９
５
年
、
鰭
ヶ
崎
８
８
か
所
は
設
置
９
０
年
の
節

目
に
当
た
る
。 
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